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ら
す　

□
教
育
・
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育
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キ
ッ
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□
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ぶ
・
楽
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□
募
集　

□
官
公
庁
な
ど

主に市からのお知らせを掲載します
「定員」は原則として先着順、「場所」の掲載がない催しは
問合せ場所が会場、「費用」の掲載がないものは無料です
公式ホームページにはさらに多くの情報があり、公民
館などに設置してある公共施設予約端末でもご覧い
ただけます

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

　市政　 暮らす　 学ぶ・楽しむ
　教育・子育て・キッズ　 募集
　官公庁など

公式ホームページ　http://www.city.sayama.saitama.jp/
公式モバイルサイト　http://www.city.sayama.saitama.jp/mobile/
市役所の所在地　〒350-1380 狭山市入間川1-23-5
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狭
山
台
団
地
自
治
会

子ども達もたくさん参加して餅つきを体験。会
員以外の方へは安価で販売しています。

　

私
た
ち
の
自
治
会
は
、狭
山
台
団
地
の
約
半
数
と
な

る
１
千
60
世
帯
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、核
家
族
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
多
く
、近

隣
と
の
関
係
も
希
薄
に
な
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
た
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。中
で
も
、誰
も
が
気
軽
に
集つ

ど

え
、昼
食
会

や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
を
楽
し
め
る
カ
フ
ェ
を
２
か
所
、お

茶
だ
け
の
無
料
サ
ロ
ン
を
１
か
所
開
設
し
、住
民
同
士

の
親し

ん
ぼ
く睦
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、毎
年
１

月
に
は
、餅も

ち

つ
き
大
会
も
行
い
、つ
き
た
て
の
お
餅
が
お

目
当
て
の
、多
く
の
親
子
連
れ
で
賑に

ぎ

わ
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
住
民
同
士
の
親
睦
を
深
め
、顔
が
見
え

る
関
係
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

35

ヒ
レ
ナ
ガ
ニ
シ
キ
ゴ
イ

　

ヒ
レ
ナ
ガ
ニ
シ
キ
ゴ
イ
は
、胸
や
背
の
ひ
れ
の
大
き
さ

が
普
通
の
コ
イ
の
２
倍
ほ
ど
も
あ
る
改
良
品
種
で
す
。

　

天
皇
陛
下
が
、皇
太
子
時
代
に
埼
玉
県
水
産
試
験

場（
現
・
県
水
産
研
究
所
）を
視
察
さ
れ
た
際
、ひ
れ
の

長
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
コ
イ
と
ニ
シ
キ
ゴ
イ
の
交
配

を
提
言
さ
れ
、同
試
験
場
が
交
配
に
取
り
組
み
、生
ま

れ
ま
し
た
。現
在
、皇
居
東ひ

が
し
ぎ
ょ
え
ん

御
苑
二に

の
丸ま

る

庭
園
の
池

に
も
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
園
で
は
16
匹
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。長
い
ひ
れ
を

な
び
か
せ
て
優
雅
に
泳
ぐ
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【ヒレナガニシキゴイのデータ】
コイ目 コイ科
体長 約30㎝～40㎝
体重 約1㎏

【こども動物園】
柏原864‐1　☎2953‐9779
月曜休園（祝日の場合は翌日）

みん
なでつなぐ

市民リレー

私の宝物 …

母がプレゼントしてくれたミシン

　自彊術は、100
年ほど前に日本
で考案された健
康体操です。全
身の関節や筋肉

を動かし、血流をよくする31の動作を順に行うも
ので、ダイエットや病気予防に効果があるといわ
れています。
　私たちは15年前に会を立ち上げ、現在23名が月
曜日の昼と木曜日の夜に奥富公民館で活動してい
ます。継続することで「風邪をひきにくくなった」
「体を楽に動かせるようになった」とメンバーの多
くが効果を実感しています。
　初心者には、一つひとつの動きとその効果を説
明しながらマンツーマンで指導します。健康な状
態を維持できる体づくりに取り組みませんか。
問合せ熊

くまがい

谷敏枝さんへ☎2953‐0254

自
じ

彊
きょう

術
じゅつ

太陽

Vol.437

　次回は、狭山台にお住ま

いの方を紹介します。

　私の宝物は、母からもら

ったミシンです。

　母は裁
さいほう

縫が得意で、私が

子どものころ、幼稚園の服

に刺
ししゅう

繍をしたり、巾
きんちゃく

着を作

ったりしてくれました。母

を見て育った私も自然と裁

縫が好きになり、手縫いで小物などを作って

いました。そんな私を見て、15年前に長女が

生まれた記念にと、このミシンを母が贈
おく

って

くれたのです。

　これまで、子どもの成長に合わせ、娘たちの

お揃
そろ

いの洋服や幼稚園の小物入れなど、この

ミシンでたくさん作りました。その洋服など

を、娘たちが喜んで着てくれているのを見る

と嬉
うれ

しくなり、次は何を作

ろうかと考えるのも楽しみ

の一つです。

　家族を笑顔にしてくれる

大切なミシン。母に感謝し、

これからも家族の絆
きずな

を紡
つむ

い

でいきたいと思います。

石塚里香さん
（富士見在住）

毎日のように使う、大切
なパートナーです

自治会提供自治会提供
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市　

政

市　

政

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

温
か
い
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

市
の
施
策
の
た
め
に

▼
ブ
ル
ー
ス
カ
イ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ

　

ィ
ー
か
ら
１
万
１
千
円

児
童
福
祉
の
た
め
に

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ユ
ー
ア
イ
ネ
ッ
ト

　

柏
原
か
ら
２
万
５
０
０
円

緑
地
取
得
・
保
全
事
業
の
た
め
に

▼
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
か
ら

　

10
万
円

緑
地
の
保
全
・
育
成
の
た
め
に

▼
一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
ト
ラ
ッ

　

ク
協
会
か
ら
智
光
山
公
園
内
に

　

ロ
ウ
バ
イ
１
３
５
株

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に

基
づ
き
、次
の
計
画（
案
）に
つ
い

て
、ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆
狭
山
市
公
共
施
設
再
編
計
画

計
画
期
間
平
成
30
〜
39
年
度　

閲

覧
場
所
行
政
経
営
課
、市
役
所
１

階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、地
区
セ

ン
タ
ー
、公
民
館
、図
書
館
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

閲
覧
と
意
見
の
受
付

期
間
２
月
19
日
㈪
〜
３
月
20
日
㈫

提
出
で
き
る
方
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
、市
内
に
事
務
所
・
事
業

所
を
有
す
る
個
人
か
法
人
、利
害

関
係
者　

提
出
方
法
指
定
の
様
式

（
各
閲
覧
場
所
に
用
意
。ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

で
、持
参
か
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、電

子
メ
ー
ル
で
行
政
経
営
課
へ　

問

合
せ
同
課
へ
内
線
７
２
３
１ 

２
９
５
４
‐
６
２
６
２

◆
第
２
次
狭
山
市
子
ど
も
読
書
活

　

動
推
進
計
画

計
画
期
間
平
成
30
〜
34
年
度　

閲

覧
場
所
図
書
館
、市
役
所
１
階
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、公
民
館
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

閲
覧
と
意
見
の
受
付

期
限
２
月
28
日
㈬　

提
出
で
き
る

方
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
、

市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
を
有
す

る
個
人
か
法
人
、狭
山
市
税
の
納

税
義
務
者
、利
害
関
係
者　

提
出

方
法
２
月
28
日
㈬
ま
で
に
、住
所
、

氏
名（
法
人
の
場
合
は
、主
た
る
事

務
所
の
所
在
地
と
そ
の
名
称
、代

表
者
氏
名
）、電
話
番
号
を
記
入
し
、

持
参
か
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、電
子
メ

ー
ル
で
提
出　

問
合
せ
中
央
図
書

館
へ
☎
２
９
５
４
‐
４
６
４
６

２
９
５
４
‐
０
４
１
９

共
通
事
項
／
結
果
公
表
い
た
だ
い

た
ご
意
見
と
、そ
れ
に
対
す
る
市

の
考
え
方
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

交通事故防止交通事故防止のため、より一層の注意を！

　埼玉県では、平成29年に交通事故で177人（28年

より26人増）の尊い命が失われています。このうち

半数以上の95人が65歳以上の高齢者です。狭山市で

も昨年1年間で7人（28年より1人増、うち高齢者が3

人）の方が亡くなっています。また、今年になり、す

でに高齢者が関係する交通死亡事故や、児童を巻き

込む重大な交通事故が発生しています。

　脇見運転や運転技術の過信、安全確認を怠ること

などで重大な事故を引き起こします。交通事故は、

他人を傷つけ、相手や自分、その家族の人生を大き

く変えてしまうこともあります。

　交通事故防止のため、交通ルールとマナーを守っ

て、安全運転に心掛けましょう。

■車を運転するときの注意点

　冬の時季の早朝や夕方に運転す

るときは、太陽の光で視界をさえぎ

られ、前方が見えにくくなるため、

注意が必要です。信号機が見えにく

い場合は、徐行や停止をして、周り

の安全を十分に確認してください。サングラスやサ

ンバイザーの使用も有効です。

■歩行者の注意点

　横断歩道を渡るときには、左右の安全をしっかり

確認してから渡りましょう。信号機が青でも、車の

動きに十分注意して横断することが大切です。

問合せ交通防犯課へ内線3692

緊急事態 市内で児童や高齢者が関係する交通事故が多発！


